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子 (こ)どもたちの保育 (ほいく)園 (えん)での生活 (せいかつ)は、子どもたちの最善 (さいぜん)の利益 (りえき)を最優先 (さいゆうせん)し、愛護 (あいご)し子どもの福祉 (ふくし)を積極的 (せっきょくてき)に
進 (すす)める。その中 (なか)で、家庭 (かてい)や地域 (ちいき)との連携 (れんけい)を深 (ふか)めながら子どもの養護 (ようご)と教育 (きょういく)を一体的 (いったいてき)に行 (おこな)い、心身 (しんしん)ともに健 (すこ)や幼児 (ようじ)保育 (ほいく)について　（異年齢児 (いねんれいじ)混合 (こんごう)保育 (ほいく)）
3・4・5歳児　保育
3歳 (さい)以上 (いじょう)の子どもたちは、遊びを通 (とお)して大 (おお)きく育 (そだ)っていく時期 (じき)です。「知 (し)りたい、言 (い)いたい、やってみたい」という子どもたちの気持 (きも)ちを大切 (たいせつ)にし、達成感 (たっせいかん)、充実感 (じつかん)を味 (あじ)わい、自発的 (じはつてき)で主体的な「遊び」ができることが、子どもたちを成長 (せいちょう)、発達 (はったつ)させる最 (もっと)も有効 (ゆうこう)な手段 (しゅだん)と考 (かんが)えられます。
自然 (しぜん)に触 (ふ)れ豊 (ゆた)かな経験 (けいけん)を通 (とお)して、心地 (ここち)よさを感 (かん)じながら、豊かな感情 (かんじょう)と創造性 (そうぞうせい)の芽生 (まば)えを育 (そだ)て、人 (ひと)を大切 (たいせつ)にし、思 (おも)いやりのある子どもに成長 (せいちょう)するように、安心 (あんしん)できる生活環境 (かんきょう)を整 (ととの)えていきます。

乳児 (にゅうじ) クラスとのつながりを考 (かんが)えながら、３・４・５歳児 の異年齢児保育を緩 (ゆる)やかに進め、異年齢児の交流 (こうりゅう)により子どもの社会性 (しゃかいせい)と、指導力 (しどうりょく)、協調性 (きょうちょうせい)、忍 (にん)耐力 (たいりょく)、思 (おも)いやり等養 (やしな)うとともに、個 (こ)の尊重 (そんちょう)、自立 (じりつ)、主体性 (しゅたいせい)を育てていきます。少子化 (しょうしか)により減少 (げんしょう)している兄弟 (きょうだい)姉妹 (しまい)関係 (かんけい)の良さも構築 (こうちく)することができる異年齢の関 (かか)わりを増 (ふ)やしていきたいと考えています。
幼児クラスは、各学年 (かくがくねん)の活動 (かつどう)はもちろん、３・４・５歳 を3つのグループ（ほし・つき・にじ）に分かれて散歩 (さんぽ)に出かけたり、菜園 (さいえん)活動 (かつどう)をしたり、一緒 (いっしょ)に生活 (せいかつ)や活動 (かつどう)して行く機会 (きかい)をたくさん作 っていきたいと考 (かんが) えています。

子どもたちは一人 (ひとり)ひとり異 (こと)なる個性 (こせい)があり、成長 (せいちょう)のペースは様々 (さまざま)です。遊びの中 (なか)で表現 (ひょうげん)は苦手 (にがて)だけれど本 (ほん)を読 (よむ)むことは好 (す)きな子、運動 (うんどう)は嫌 (きら)いだけど、縄跳 (なわと)びだけは得意 (とくい)な子もいます。子どもたちの個性 (こせい)を尊重し、子どもの得意 (とくい)分野 (ぶんや)を伸 (の)ばして自身 (じしん)につながるようにしていきたいと考えています。
子どもたちが一番 (いちばん)落 (お)ち着 (つ)ける場所 (ばしょ)は、お家 (うち)です。子どもたちと一緒 (いっしょ)に過 (す)ごす時間 (じかん)をじっくり過ごして頂くことが子どもたちの成長のバロメーターとなりますので、大切 (たいせつ)にして頂 (いただ)き、子どもたちの成長を一緒に喜 (よろこ)び、共感 (きょうかん)していきたいと思います。よろしくお願いいたします

上記 (じょうき)を念頭 (ねんとう)に職員一丸 (いちがん)となって保育 (ほいく)をしていき、保護者の皆様 (みなさま)と一緒 (いっしょ)に子どもたちを大切 (たいせつ)にし、成長 (せいちょう)を一緒に喜び見 (み)守 (まも)っていきたいと考えます。よろしくお願 (ねが)い致 (いた)します。









かな育成 (いくせい)を図 (はか)るよう努 (つと)める。職員 (しょくいん)は、豊かな人間性 (にんげんせい)を高 (たか)め、社会性 (しゃかいせい)と良識 (りょうしき)に磨 (みが)きをかけて質 (しつ)の向上 (こうじょう)を図 (はか)る。
保育方針
自発的 (じはつてき)遊 (あそ)びを通 (とお)して、心身 (しんしん)の健康 (けんこう)と自立 (じりつ)を育 (はぐく)む
愛 (あい)されている、受 (う)け入 (い)れられている、心地 (ここち)よさを感 (かん)じながら生活 (せいかつ)する力 (ちから)、遊 (あそ)ぶ力、楽 (たの)しむ力を育 (はぐく)む
家庭 (かてい)や地域 (ちいき)社会 (しゃかい)からの保育 (ほいく)や園 (えん)全般 (ぜんぱん)に関する要望 (ようぼう)・意見 (いけん)・相談 (そうだん)は温 (あたた)かく受け止めわかりやすく対応 (たいおう)する
保育目標
1. 心身 (しんしん)ともに健康 (けんこう)で明 (あか)るく元気 (げんき)な子ども

・歩 (ある)く、走 (はし)る、遊 (あそ)ぶなど戸外 (こがい)での活動 (かつどう)を楽しむ。
・食事 (しょくじ)、睡眠 (すいみん)、排泄 (はいせつ)、着脱 (ちゃくだつ)などの正 (ただ)しい習慣 (しゅうかん)を繰 (く)り返 (かえ)し、自立 (じりつ)の芽生 (めば)えを養 (やしな)う
・身 (み)の回 (まわ)りの簡単 (かんたん)なことは自分 (じぶん)で処理 (しょり)する力 (ちから)を育 (そだ)てる。
2. 友 (とも)だちや人 (ひと)を大切 (たいせつ)にし、思 (おも)いやりのある子ども[image: ]

・友だちを思いやる心 (こころ)を養う
・お互 (たが)い協調 (きょうちょう)し合 (あ)い助 (たす)け合う心を養う[image: ]

・心 (こころ)豊 (ゆた)かで優 (やさ)しさとたくましさを培 (つちか)う
3. よく見 (み)て、聞 (き)いて、考 (かんが)える子ども
・生活 (せいかつ)の中 (なか)で言葉 (ことば)への興味 (きょうみ)関心 (かんしん)を育て豊 (ゆた)かな情操 (じょうそう)、思考力 (しこうりょく)、表現力 (ひょうげんりょく)の基礎 (きそ)を培う
・自然 (しぜん)に多 (おお)く触 (ふ)れ、豊かな体験 (たいけん)を通 (とお)して自分 (じぶん)なりに物 (もの)をみたり感 (かん)じたり考えたりして、豊かな感情 (かんじょう)と
創造性 (そうぞうせい)の芽生 (めば)えを培う[bookmark: _Hlk130380086]　お願い
登 (とう)園 (えん)・降 (こう)園 (えん)について
　　4月 (がつ)からは、各部屋 (かくへや)まで行 (い)って頂 (いただ)きます。詳 (くわ)しい内容 (ないよう)は、手紙 (てがみ)を確認 (かくにん)してください。よろしくお願い致します。
　　0.1歳児クラスは今 (いま)まで通 (とお)りですが、２歳児クラスは玄関 (げんかん)からお部屋 (へや)へ行って頂きます。

感染症 (かんせんしょう)対策 (たいさく)について
　メールでもお知 (し)らせしておりますが、新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)の感染者 (かんせんしゃ)がまだ出 (で)ております。園舎内 (えんしゃない)に入る際 (さい)にはマスクの着用 (ちゃくよう)にご協力 (きょうりょく)ください。
　
お知らせ
園 (えん)のしおりについて
　先日 (せんじつ)配布 (はいふ)いたしました園のしおりに訂正 (ていせい)箇所 (かしょ)がありました。3月10日に届 (とど)いた青梅市 (おうめし)からの配布物 (はいふぶつ)を確認 (かくにん)したところ名称 (めいしょう)が変更 (はんこう)になっていることがわかりましたので訂正をお願 (ねが)い致 (いた)します。
青梅市子ども家庭部 (かていぶ)子育 (こそだ)て推進課 (すいしんか)　➡　青梅市子ども家庭部子ども育成課 (いくせいか)　保育 (ほいく)・幼稚園係 (ようちえんかかり)、施設 (しせつ)給付係 (きゅうふかかり)に変更になりました。保育所等入所 (にゅうしょ)に当 (あ)たっての注意 (ちゅうい)事項 (じこう)（令和5年度）の問 (と)い合 (あ)わせ先 (さき)を確認 (かくにん)してください。

担当　伊藤
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　　保育 (ほいく)について
　　保育 (ほいく)園 (えん)では、0 歳児 (さいじ)から始 (はじ)まる教育の出発点 (しゅっぱつてん)として乳児期 (にゅうじき)の3つの視点 (してん)があり、常 (つね)に保育士は3つの視点を念頭 (ねんとう)に保育をしなければなりません。その3つの視点をお知らせします
　　①「身近 (みじか)な人と気持 (きも)ちが通い合う」②「身近なものと関わり感性 が育 つ」③「健 (すこ)やかに伸び伸びと育つ」
　　がいつも大事にしていく視点です。

　乳児保育 について
　０・１・２歳児　保育　（家庭 (かてい)で過ごすような緩 (ゆる)やかな担当制保育 (ほいく)）
保育園では、家庭的 (かていてき)でいつも側 (そば)にいてくれる優 (やさ)しい保育者に囲 (かこ)まれ落 (お)ち着いて過ごすことができる家庭 (かてい)に代わる生活 (せいかつ)の場所でありたいと考 (かんが)えています。
乳児 (にゅうじ)クラスでは、1人の保育士が少人数 (しょうにんずう)を担当し保育します。（担当 (たんとう)するお子さんだけを保育 (ほいく)するということではありません）１対１で着替 (きが)え等の育児 (いくじ)行為 (こうい)や食事 (しょくじ)のお手伝いをする育児担当制を実践 (じっせん)し、園 (えん)のお母さんとして優 (やさ)しく接し、子どもたちとの愛着 (あいちゃく)関係 (かんけい)がより深 (ふか)いものとなるように関 (かか)わっていきます。食事 (しょくじ)はみんなで一緒 (いっしょ)に「いただきます」をせず、一人一人の生活 (せいかつ)リズムに合わせて、時間 (じかん)の差を付け食べ始めます。一人ずつ丁寧に関わり、ゆっくり食べることができることで、食 (た)べる意欲 (いよく)と楽しく食べる喜 (よろこ)びを保育者と一緒 (いっしょ)に味わうことができるということにつながっていきます。
遊 (あそ)びについては、発達 (はったつ)にあった遊びや玩具 (がんぐ)を揃 (そろ)え、子どもたちが自分 (じぶん)で選 (えら)んで遊び、好 (す)きな遊びを見つけたらじっくり遊びに取り組むことができるように環境 (かんきょう)を整 (ととの)えて行きます。
毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)の流れを崩 (くず)さずに生活することで、子どもたちの心 (こころ)の安定 (あんてい)と保育者との信頼 (しんらい)関係 (かんけい)を大切にしながら保育をしていきます。
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